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1. この報告は，前報同様積雪寒冷地農村 における住

生活，特に居住空間 の構成 と住み方の特質を明 らかにす

る目的で行なった調査研究の一部である。

2. 調査対象の気象条件 については前報に述べたので

省略す る。間取型はヒロマ型で，デイ，ナンド，ザシキ

ダイドコロ より構成されているのがその基本的特徴であ

る。そして， ザシキ(接客空間 としてのザシキではない)

又はダイドコロに目常生活行為の多ぐが集中し，とり わ

け冬季において一層それがはげしかった。 必然的 にそれ

ら生活行為が相互 に矛盾しあってい る状態が 認 め ら れ

た。就寝分離 も未熟であった。採暖器具は主とし て炉お

よびコタツで，採暖方式に関する特徴は認められず， そ

の他住み方，設備等の特徴はあまり認められなかった。

住宅 形態お よび住み方のこれらの特徴は，積雪 寒冷条

件にも とづく ものか どうかはなお検討を要する。


